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ASO⽥園空間博物館(道の駅阿蘇)について

• 阿蘇ファンを増やす
• 「農業」と「観光」を結び付けた地域経済の活性化
• 阿蘇の魅⼒の情報発信

特有の⾃然環境を形成する阿蘇地域は、「農業」と「観光」が基幹産業となり地域を⽀えてき
ましたが、近年は⾼齢化、伝統⽂化・技術の途絶、観光客の減少が⼤きな課題となっています。
また、これまでのように農業分野のみ、観光分野のみの対策では⾏き詰まりもみせています。
そのため、「農業」と「観光」をリンクさせ、地域活性化を通じて地域住⺠が経済的かつ精神
的に豊かに暮らすことができる社会の実現に向けた取り組みが地域に求められてきました。
そこで創設されたのがNPO法⼈ASO⽥園空間博物館(道の駅阿蘇)です。

阿蘇に関わる多くの⼈々と共に地域資源を活⽤しながら、⽂化的、経済的に阿蘇市の地域
活性化を⾏う。

ASO⽥園空間博物館とは
活動理念

活動⽬標



ASO⽥園空間博物館とは
〜 阿蘇の魅⼒が発⾒できる「屋根のない博物館」〜

ASO⽥園空間博物館とは、地域全体を屋根のない⼤きな博物館に⾒⽴て、

地域住⺠が選んだ有形・無形の地域資源(サテライト)を展⽰物とし、

それらを活⽤することで、地域の持つ⾃然、景観、歴史、⽂化を地域内外の

多くの⼈に伝え、体感していただき、次世代に継承していく取り組みです。

道の駅「阿蘇」(総合案内所)
[コア施設] 地域資源(サテライト)

阿蘇市の⾃然、伝統、⽂化、⽣業、
ひとなど、 くらしの中で⽣まれてきた

⽥園空間を形成する有形・無形の地域の魅⼒

⽥園空間博物館の情報発信・交流・
経済活動の拠点基地として、各地域の

情報を集め発信していく施設
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ASO⽥園空間博物館・道の駅「阿蘇」のあゆみ
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受 賞 歴
●平成19年 「農林⽔産⼤⾂賞」
●平成27年 トリップアドバイザー「2015年エクセレンス認証」
●平成28年 国交省「重点道の駅」選定
●平成28年 「九州・沖縄『道の駅』最優秀賞」
●平成29年 「2016年度JAF会員が選ぶ！イチオシ道の駅」熊本県1位(2回連続)
●平成29年  トリップアドバイザー「旅好きの⼝コミで選ぶ！道の駅ランキング」全国9位
●平成29年 トリップアドバイザー「2017年エクセレンス認証」
●平成29年 内閣官房・農⽔省「第4回ディスカバー農⼭漁村の宝」グランプリ
●平成30年 トリップアドバイザー「旅好きの⼝コミで選ぶ！道の駅ランキング」全国５位
●平成30年 トリップアドバイザー「2018年エクセレンス認証」
●平成30年 「2017年度JAF会員が選ぶ！イチオシ道の駅」熊本県1位(3回連続)
● 平成31年 農林⽔産省・全国地産地消推進協議会主催「平成30年度地産地消等優良活動表彰」九州農政局⻑賞
● 令和元年 国交省「第34回⼿づくり郷⼟(ふるさと)賞」⼀般部⾨
● 令和2年  「⽇本地域情報コンテンツ⼤賞2020」web部⾨最優秀賞
● 令和2年  「JAF会員が選ぶ！イチオシ道の駅2020」九州1位、熊本県1位(5回連続)
● 令和3年   阿蘇草原再⽣協議会特別賞「イオン九州賞」
●令和３年 スポーツ⽂化ツーリズムアワード2021「スポーツツーリズム賞」
●令和４年 「JAF会員が選ぶ！イチオシ道の駅2022」特産品部⾨第２位 グルメ部⾨第２位 熊本県１位（熊本県１位は７回連続）
●令和５年 ジャパンツーリズムアワード2023⼊賞
●令和７年 「JAF会員が選ぶ！イチオシ道の駅2025」 熊本県１位（10回連続）
●令和７年 第20回「オーライ！ニッポン⼤賞」

（地域活性化の拠点となる優れた企画があり、今後の重点⽀援で効果的な取組が期待できる道の駅）
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第4回ディスカバー農⼭漁村(むら)の宝グランプリ受賞
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平成29年11⽉、海外客増加や特産品開発・販売など地域の活性化に貢献したとして、
内閣府及び農⽔省共催の「第4回ディスカバー農⼭漁村(むら)の宝」において、全国844件
もの応募の中から栄えある最優秀賞「グランプリ」に選ばれました。

平成30年3⽉、中国で開催された
「⼤連ジャパンブランド2018」で
は、農⽔省のブースにて阿蘇のPR
を⾏いました。
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地域全体を田園空間博物館として継続活用しながら、行政・農業・観光団体・ボランティアと連携した運
営体制をつくっています。
商品開発サポートや国際交流、サイクルツーリズムなど独自の取り組みを進め、道の駅を地域経済と交流
の核に成長させました。
特に地域産品販売比率を42％から86％へ高めた成果が高く評価され、第20回オーライ！ニッポン大賞
を受賞しました。（令和7年10月受賞）

「オーライ！ニッポン」とは、都市と農山漁村を人々が活発に“往
来”し、双方の生活文化を楽しむことで、日本がall right（健全）に
なることを表現



NPO法⼈ ASO⽥園空間博物館運営組織図
総   会

理事会

理事長

マネージャー

運営委員会

EC事業・施設管理
ネット販売を通じた阿蘇の特産品の情報発信
植栽保全、清掃、設備点検等施設保守に関す
る業務

総務経理

法⼈全体の
庶務・経理及び⼈事

展示販売

阿蘇の特産品の展⽰
販売・情報発信

地域振興グループ 道の駅グループ

道の駅グループリーダー地域振興グループリーダー

地域振興
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阿蘇市経済部

まちづくり課

サテライト関連事業・普及啓発イベント
企画運営・観光案内・阿蘇の情報発信・
インバウンド関連事業



道の駅「阿蘇」来館者の推移
(人)
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道の駅「阿蘇」・ASO⽥園空間博物館の主な取り組み

1.阿蘇市の地域づくり 2.阿蘇の特産品の展⽰販売 

3.観光案内と情報発信 4.施設の維持管理
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「阿蘇市の地域づくり」の主な取り組み
1.阿蘇市の地域づくり

1-4 サテライト⽀援
（地域活動の応援・マップ看板製作等） 1-5 情報誌の製作

1-1 サテライトの発掘
1-2 サテライト協議会
（地域住⺠との連携）

1-3 阿蘇市をさるこう！
（地域散策イベント）

1-6 ASO国際交流事業
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「阿蘇市の地域づくり」の主な取り組み
1.阿蘇市の地域づくり

1- 7道の駅阿蘇視察事業 1-8 ASO周遊推進⽀援事業
（とことん満喫！阿蘇サイクリング）

1-10 #asocosプロジェクト
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1-9 牧野ガイド事業 1-11 インバウンド誘致プログラム



1-1 サテライトの発掘
1.阿蘇市の地域づくり

サテライトとは？
サテライト(地域資源・オススメスポット)

阿蘇市にある⾃然・歴史・⽂化・ひとなど、くらしの中で⽣まれてきた

有形・無形の地域資源のことを「サテライト」とよんでいます。

これらサテライトは実際にそれらを守っている地域の⽅々に

よって選ばれたものです。

ASO⽥園空間博物館はこのサテライトを次世代に継承していくため、

地域の⽅々と協⼒しながら様々な取り組みを⾏っています。

13



サテライトとは？
1.阿蘇市の地域づくり 1-1 サテライトの発掘

⾃然系サテライト ［サテライトNo.2］阿蘇中岳⽕⼝

現在も活発な活動を続ける中岳⽕⼝。そのダイナミックな光景に⼈々は魅了されます。
地元の⼈々にとっては古来より信仰の対象でもあります。
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サテライトとは？
1.阿蘇市の地域づくり 1-1 サテライトの発掘

⾃然系サテライト ［サテライトNo.91］ 町古閑牧野

千年以上にわたってあか⽜の放牧や野焼き、採草など⼈々が⼿を加え暮らしの中で活⽤す
ることで維持されてきた阿蘇の草原。町古閑牧野はおよそ447ヘクタールの牧野です。
「草原を知ることで、守る⼼が⽣まれる」と守る⼼の⼤切さを説いています。
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草原を活⽤したアクティビティ



サテライトとは？
1.阿蘇市の地域づくり 1-1 サテライトの発掘

［サテライトNo.51］阿蘇神社

⼆千年の歴史を誇る古社で、⾒事な楼⾨は⽇本三⼤楼⾨の1つとされていました。
平成28年4⽉に発⽣した熊本地震で倒壊してしまいましたが、7年8か⽉の歳⽉をかけ
令和5年12⽉に再建されました。
⽕振り神事やおんだ祭りなど年間を通して⾏われる神事は全国的にも有名です。

歴史系サテライト

【H28年震災後】 【R5年再建】
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サテライトとは？
1.阿蘇市の地域づくり 1-1 サテライトの発掘

［サテライトNo.60］中江神楽殿

中江岩⼾神楽は国選択無形⺠俗⽂化財に指定されています。
地元の保存会によって受け継がれている阿蘇の⺠俗芸能です。

⽂化系サテライト
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ASO⽥園空間博物館 サテライト99ヶ所
1.阿蘇市の地域づくり 1-1 サテライトの発掘

サテライト
マップ

7つの地区部会を
組織しています。
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1-2 サテライト協議会
1.阿蘇市の地域づくり

99ヶ所あるサテライトの代表者で構成する協議会です。
7つの地区部会とその役員で組織する役員会があります。(平成23年9⽉発⾜)

●サテライト間の交流を深め、互いが協⼒しながら地域を盛り上げていく。
●サテライト(≒地域住⺠)の想いをASO⽥園空間博物館がより把握できるようにするため。⽬ 的

サテライト応援事業

協議会を通じてサテライトに関する各種事業を連携しながら進めています。

案内⼈研修会 サテライト協議会各種会議
19



1-3 地域散策イベント「阿蘇市をさるこう！」
1.阿蘇市の地域づくり

交流⼈⼝の拡⼤や知られざる阿蘇の魅⼒の紹介、地域コミュニティの維持を⽬的として
実施しています。
現在、実施回数は第239回を数えております。（R8.2.28現在）

地域住⺠が案内

収穫体験（わらび・じゃがいも・⾥芋）、名⽔でそうめん流しなど阿蘇ならではの体験 20

受け⼊れ先が主体となり、レクリエーションや郷⼟料理のおふるまい



1-4 サテライト⽀援（地域活動の応援）
1.阿蘇市の地域づくり

地域活性化に向けて取り
組んでいるサテライトを応
援するため、整備・清掃活
動のサポートや案内看板、
地域散策マップの製作など
を⾏っています。
また、精⼒的な活動を

⾏っているサテライトへ
「阿蘇づくり⼤賞」を授与
するなど、各地域の活動を
盛り上げる仕組みづくりも
⾏っています。

整備・清掃活動のサポート 「阿蘇づくり⼤賞」の決定

地域散策マップの製作 案内看板の製作
21



１-５ フリーペーパー（情報誌）の製作
1.阿蘇市の地域づくり

阿蘇の観光PRにつなげるため、観光情報・サテライトや地域団体の取り組み・
特産品の紹介など様々な阿蘇の情報を情報誌にまとめて発信しています。
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令和7年春からリニューアル

令和6年度より発⾏

英語版 中国語版

日本語版

令和7年度より発⾏



1-6 ASO国際交流事業
1.阿蘇市の地域づくり

平成26年度より、熊本市国際交流会館と連携し「ASO国際交流事業」をスタートさせました。
この事業は、留学⽣に阿蘇で様々な体験をしてもらい、その魅⼒をSNSや⼝コミを通じて⺟国の

家族、友⼈、知⼈に紹介してもらうことを⽬的としています。
当事業の⼀環として、留学⽣を対象とした地域散策イベントを定期的に開催しており、地域住⺠
との交流促進にもつながると好評を得ています。

婦⼈会⼿作りの昼⾷ 地域住⺠との⽥植え体験 地域散策の様⼦
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1-7 道の駅阿蘇視察事業
1.阿蘇市の地域づくり

ASO⽥園空間博物館の誕⽣から「道の駅阿蘇」の取り組み、阿蘇地域の貴重な地域資源であ
る草原（牧野）を若年層にも理解してもらい、草原維持に対する担い⼿となるよう牧野ガイド
事業の視察を受け⼊れております。
海外からのご視察団体も受付けております。

韓国慶尚北道漆⾕郡から来⽇九州地⽅環境事務所の皆さま



1-7 道の駅阿蘇視察事業
1.阿蘇市の地域づくり
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令和7年度にご視察にお越しいただいた団体様
倉敷市議会（新政クラブ） 5名

⻑野県飯⼭市議会 産業⺠⽣常任委員会 10名

島根県議会 9名

諫早市道の駅251いいもりじゃがーロード 15名

沖縄県国頭村議会議員 10名

錦町商⼯会 18名

美作市議会 有志団 6名

ふるさと宝珠⼭の会 5名

阿蘇中央⾼校特別授業 16名

北海道電⼒株式会社 株式会社IHI 10名

北海道帯広市農業委員会 10名

南島原市⾃治会⻑連合会 14名



1-8 ASO周遊推進⽀援事業
1.阿蘇市の地域づくり

平成27年度より、「ASO周遊推進⽀援事業」としてサイク
リストの周遊をサポートする取り組みを⾏っています。
事業内「バイクラック設置事業」では、希望するサテライ

トや協⼒店舗へのバイクラック設置を⾏っています。
平成28年度より開始した「とことん満喫！阿蘇サイクリン

グ事業」では、無料駐⾞場や割引クーポン、更⾐室の提供な
ど、各種サービスを実施しています。

サドルラックの設置

【 参加者数 4,830名 (R8.2現在) 】

26サイクリスト更⾐室
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1-9 牧野ガイド事業
1.阿蘇市の地域づくり

平成30年12⽉より、阿蘇地域の貴重な地域資源である草原
(牧野)を有効活⽤することで草原の魅⼒や価値、草原維持の必
要性を伝えていく取組みを⾏っています。
現在は認定ガイドが「牧野トレッキング」と「牧野トレイル

ラン」、「牧野ライド(MTB)」の3つのプログラムを提供して
います。

観光では通常⽴ち⼊ることのできないエリアをフィールドと
して活⽤するため、⾮⽇常的な体験を楽しむことができます。

牧野トレッキング

【 参加者数 2,350名 (R8.2現在) 】

27

牧野ライド(MTB) 牧野トレイルラン



1-9 牧野ガイド事業
1.阿蘇市の地域づくり
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スポーツ文化ツーリズムアワード2021
スポーツツーリズム賞」受賞

スポーツ庁、⽂化庁および観光庁は、スポーツを通して国
⺠の健康向上と⽇本⽂化の再発⾒を⽬指すとともに、訪⽇観
光客の増加や、国内旅⾏の活性化を⽬的に2016年から推進し
ている事業です。

⽇本最⼤級ともいえる、阿蘇の草原を活⽤した「牧野ガイ
ド」は、普段は⽴ち⼊ることの出来ない草原（牧野）へ⽴ち
⼊れるという特別感が⾼く評価されました。

「ジャパン・ツーリズム・アワード2023」入賞

阿蘇の牧野をアクティビティーフィールドとして活⽤した
牧野ガイド事業と広域連携サイクルツーリズム
⾃然・環境を守り事業としても持続可能なスキームを考案
して実績を積んでいることが評価されました。
ガイド育成プログラムは評価ポイントであり、さらなる⼯
夫と収益性の向上を期待されています。
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1-9 牧野ガイド事業
1.阿蘇市の地域づくり

牧野ガイド事業では、認定ガイドの登録やスキルアップを⽬指す「牧野ガイド養成講座」
(座学およびフィールドワーク・リスクマネジメント研修)の開講や、牧野組合が⾏っている草
原の維持・管理協⼒のための「牧野整備事業」を定期的に開催しています。
【連携牧野】・町古閑牧野・下荻の草牧野・⻄⼩園牧野・狩尾南⼭原野牧野

牧野ガイド養成講座
（リスクマネジメント研修）

牧野ガイド養成講座(座学) 牧野整備事業



1-10 #asocosプロジェクト
1.阿蘇市の地域づくり

令和2年度より、交流⼈⼝の拡⼤と若年層の来訪者増加につなげるた
め、コスプレイヤーを阿蘇へ誘致する「#asocosプロジェクト」をス
タートしました。

サテライトを撮影地として設定することで、様々なロケーションでの
撮影が可能となり、クオリティの⾼い作品作りができます。その他、阿
蘇市内の宿泊施設や店舗などとも連携することで、コスプレイヤーを受
け⼊れる体制づくりを進めています。
令和2年度は、10⽉に「プレ撮影会」を実施しました。コスプレイ

ヤーにモニターとなってもらい様々な意⾒を頂くことで今後の事業展開
につなげていきます。
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令和4年度からインバウンド向けの事業として、台湾⼈観光客向けの旅⾏プランの造成を⾏いました。E-BIKE
を使った個⼈向け滞在型コンテンツを造成するために台湾ブロガーにE-BIKEに乗っていただき、内牧温泉や阿蘇
神社など5キロ圏内程度にある⾷や買い物・フォトスポットを巡れるコースを実際に体験していただき、台湾向け
にPRを⾏いました。

また、TSMC進出を受け、台湾からの観光客の増加が期待され台湾を中⼼としたインバウンド向けのサイクリ
ングコースの造成に取り組んでいます。

1-11インバウンド誘致プログラム

1.阿蘇市の地域づくり



展⽰販売の主な取り組み
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

展⽰販売の⽬的は、阿蘇の特産品の情報発信を通じて地域経済の活性化に貢献することです。
現在、約400の個⼈・団体・企業から商品が出展されています。

2-1 出展者研究会 2-2 新製品の開発 2-3 地元⾼校⽣との取り組み

2-5 EC事業(通信販売）
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2-4 阿蘇プレミアムコーナー



2-1 出展者研究会
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

平成27年度より、阿蘇の特産品の開発を促進させるため出展者が組織する研究会をサポートする事業
を開始しました。それぞれの研究会で勉強会の開催、コンテストへの応募、加⼯品開発等に取り組ん
でいます。

阿蘇産柿研究会

阿蘇産グリーンシナモン
研究会

あか⽜研究会 ひまわり(野菜作り研究会)

【⽶のコンテストで受賞】
• 令和5年「第25回 ⽶・⾷味分析鑑定コンクール国際⼤会」で中⼭北⽃さんの「ぴかまる」が⼤会最⾼位の
「国際総合部⾨」で⾦賞を受賞(道の駅阿蘇 出展会員）
•令和5年「第17回あなたが選ぶ⽇本⼀おいしい⽶コンテスト」で中⼭北⽃さんの「こしひかり」がメジャー部⾨「最優秀
⾦賞」、⽴⽯翼さんの「くまさんの輝き」がプレミアム部⾨「優秀⾦賞」受賞(ライスイノベーション研究会)

ライスイノベーション
研究会

⽶・⾷味88研究会

阿蘇ブランディング
研究会

新商品開発打ち合わせ 33ライスイノベーション研究会阿蘇市へ表敬訪問



2-2 新製品の開発
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

資⾦、技術、販売⾯で新製品の開発援助を⾏っています。
開発された新製品は道の駅阿蘇の⼈気商品となることも多く、
成功事例は出展者へ報告し、他の商品の向上につなげています。

⽊の実の阿蘇パネトーネ

贅沢コーンスープ

34

クリームおはぎ あか⽜キンパ
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2-2 新製品の開発
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

令和7年度より道の駅阿蘇×イデアITカレッジ阿蘇×Italiassoが共同開発し誕⽣した
「阿蘇ヴィーガン弁当」の販売を開始しました。
阿蘇地域では、外国⼈観光客の増加や多様な⾷⽂化への対応が求められています。そ
の中で、世界農業遺産にも認定された阿蘇の地元⾷材を活かしたヴィーガンメニュー
を提供することは、地域ブランドの価値を⾼める新たな挑戦でもあります。

（左）イデアITカレッジの学⽣らが、
道の駅阿蘇へ来館されたお客様への聞
き込み調査
（中）Italiassoの⻄内シェフと学⽣の
商品開発へ向けて協議
（右）当⽅も試⾷会へ参加し、意⾒交
換を⾏う

動物性⾷材を使わず満⾜感
のあるごちそうに仕上げた
「阿蘇ヴィーガンロール」
「森のごちそうサンド」



2-3 地元⾼校⽣との取り組み
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

平成25年度より熊本県⽴阿蘇中央⾼校と連携し、⾼校⽣
があか⽜や地元⾷材を使ったレシピを発案・プロデュース
して出展者が商品化するという「あか⽜プロデュース」事
業を⾏っています。この取り組みは、⾼校の取り組みを⽣
産者の商品開発へとつなげるだけでなく、阿蘇の草原再⽣
およびあか⽜の消費拡⼤にもつながっています。
そのほか、農業科の学⽣が作った農作物や加⼯品のPR販

売も定期的に⾏っています。 平成25年～令和8年1月現在
販売総数 106,387個
あか牛肉使用量 5,710㎏

あか⽜トーストサンドあか⽜おこわ
36

阿蘇あか⽜⾁めしの素



2-3 地元⾼校⽣との取り組み
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

令和４年度より熊本県⽴阿蘇中央⾼校との新たな取り組み、アニマルウェルフェア（AW）が始動しました。
阿蘇中央⾼校が取り組んでいる、飼育動物の⽣態に適したストレスフリーな環境での飼育⽅法「アニマルウェ
ルフェア」で飼育された豚を使った新商品開発を⾏いました。
レシピ・パッケージを⾼校⽣に考案していただき、デザイナーとの意⾒交換や試⾷を重ね、商品を作り上げま

した。
商品開発、販売と携わっていただくことで教育の⼀貫性を持ち、商品の地域ブランドを⾼めています。



2-4 阿蘇プレミアムコーナー・阿蘇特産品コンシェルジュ
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

平成27年7⽉18⽇、道の駅阿蘇館内に「阿蘇プレミアムコーナー」が誕⽣しました。
このコーナーでは、阿蘇市で作られた特産品の中でも、国内外のコンクール等で

⾼い評価を受けたものや、阿蘇にこだわってできた新製品などをご紹介しております。
阿蘇の“⾷”をお楽しみいただけるコーナーです。

阿蘇プレミアムコーナー
38



2-5 EC事業(通信販売)
2.阿蘇の特産品の展⽰販売

平成26年11⽉より、阿蘇の特産品のさらなる情報発信のためEC事業（通信販売）をスタートさ
せ、Yahoo!ショッピング(道の駅阿蘇ネットショップ)とFax受注を中⼼に展開しています。
平成28年に発⽣した熊本地震以降、「阿蘇復興応援特産品セット」を販売し阿蘇地域の復興に
貢献できる様取り組んできました。
現在も阿蘇市内の⽣産者と連携した特産品セットや各種商品を販売しています。
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観光案内と情報発信
3.総合案内所での観光案内と情報発信

道の駅に来館する多くの観光客に向けて専⾨スタッフが常駐で観光案内を⾏っています。
また、webを使った情報発信や⼤学⽣のインターン受け⼊れなども積極的に⾏っています。

3-6 インターン受⼊れ3-5 観光マップの製作

3-2 ⼿ぶら観光
3-4 阿蘇ユネスコジオパーク

世界農業遺産 PR3-1 JNTO認定案内所

40

3-7 海外の⼤学との連携

3-3 webを使った情報発信
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観光案内と情報発信
3.総合案内所での観光案内と情報発信

道の駅阿蘇にはイギリス⼈・台湾⼈のスタッフを始め、英語で対応可能なスタッフが常駐しており、
外国⼈観光客にも英語、中国語での対応が可能です。英語版HPのブログでは、熊本県や阿蘇市の観
光地を広域にわたって紹介しています。

英語版HP・中国語HPにてグルメガイド・観光情報など最新情報を更新しております。
また、欧⽶⼈観光客に⼈気のトレッキングMAPやアジア⼈観光客に⼈気の温泉ガイド
など独⾃に製作し、お客様のニーズに合わせた案内に努めています。



3-1 JNTO認定案内所
3.総合案内所での観光案内と情報発信

道の駅阿蘇・ASO⽥園空間博物館総合案内所は、平成27年3⽉31⽇にJNTO(⽇本政府観光局)より
「外国⼈案内所 カテゴリー２」に認定されました。

当法⼈は設⽴後より観光案内所常駐スタッフを置き、⽇本語、英語にて観光案内を⾏ってきまし
た。現在は中国語を加え3ヶ国語で対応しています。

≪外国⼈案内所とは？≫
JNTOでは観光庁が策定した指針に基づき、外国⼈案内所認定制度を運⽤しています。そして認定
された案内所間の情報交換・共有化を進め、電話通訳サービスなど⽀援サポートを実施するととも
に外国語ウェブサイトや海外事務所を通じて外国⼈旅⾏者による利⽤の促進を図っています。
(認定カテゴリーは1〜3まで)
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()*+,-./0123456789*+:;<=>76?+86@A1()23BCD
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!"#$%s' (p8B<jktuv6wx8*+/0234hr6@A:MN4'

y%[z%{|'
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 42



3-2 ⼿ぶら観光(Hands-Free Travel）
3.総合案内所での観光案内と情報発信

平成28年11⽉より、国交省が推進する「⼿ぶら観光」の認定カウンターとして登録されていま
す。
【⼿ぶら観光とは】

訪⽇外国⼈旅⾏者が鉄道等で⼤きな荷物を持ち運ぶ不便を解消するため、空港・ 駅・商業施
設等で荷物の⼀時預かり、空港・駅・ホテルへ荷物を配送すること。
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3-3 Webを使った情報発信
3.総合案内所での観光案内と情報発信

日本地域情報コンテンツ大賞2020「web部門」
「道の駅阿蘇ホームページ」最優秀賞受賞

主催：⼀般社団法⼈⽇本地域情報振興協会
後援：内閣府、経済産業省、農林⽔産省、観光庁、(公社)⽇本観光振興協会

44

＜企画概要＞
全国各地のタウン誌やフリーペーパー及びWeb・動画が参加し、誌⾯クオリティや読者の⽀持など多彩な

視点から審査し表彰するもの。
【令和2年度審査部⾨エントリー媒体 紙媒体162誌、WEB47媒体、動画13媒体】

＜審査員総評＞
・ターゲットが明確であり、コンテンツが⾒事に道の駅ファンの
⼼をつかんでいる。

・英・仏語対応だけでなく、様々な⽬的で訪れる国内外の観光客に
向け細やかな情報発信を⾏っている。

・更新頻度の⾼さ
・欲しい情報が⼊⼿しやすく、⾒ていて楽しい



3-3 Webを使った情報発信
3.総合案内所での観光案内と情報発信

⽇本語での情報発信のほか、海外に向けて英語のブログやFacebook、X、Instagramなど運⽤
しています。
この取り組みの効果として、道の駅阿蘇の外国⼈来館者数(観光案内窓⼝問合せ⼈数)国別ラン

キングでは、台湾・中国・フランスが上位になっています。

45



3-4 阿蘇ユネスコジオパーク・世界農業遺産のPR
3.総合案内所での観光案内と情報発信

阿蘇地域で取り組んでいる「世界農業遺産」や「阿蘇ユネスコジオパーク」のPRを⾏ってい
ます。
「世界農業遺産」は平成25年5⽉に認定、「阿蘇ユネスコジオパーク」は平成26年9⽉に登録さ
れました。
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看板等によるPR ジオパークブランド認定商品の販売



3-5 観光マップの製作
3.総合案内所での観光案内と情報発信

観光パンフレット設置のほか、道の駅阿蘇周辺地図など
を独⾃に製作することで観光客の旅をサポートしていま
す。

⽇本語版と英語版道の駅阿蘇周辺マップ（当法⼈製作）

地域散策マップ（当法⼈製作）
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「道の駅連絡会」を通じて全国からインターンの受⼊れを⾏っています。
インターンは道の駅阿蘇展⽰販売業務や案内窓⼝業務、阿蘇市の地域振興活動に従事していた

だき、当法⼈の取り組みに対する理解を深めてもらうことに加え、阿蘇の情報発信事業でも活躍
していただいております。
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3-6 インターン受⼊れ
3.総合案内所での観光案内と情報発信

新規サテライトの調査へ同⾏ 牧野ファムツアー同⾏⿊川温泉町歩きに参加



3-7 海外の⼤学との連携
3.総合案内所での観光案内と情報発信

国際交流と海外への阿蘇の魅⼒の情報発信を⽬的として、平成28年度より「阿蘇ー台湾国際学⽣
交流事業」をスタートしました。
台湾の私⽴⼤学と連携し、毎年数名の学⽣インターンの受⼊れを⾏っています。
受⼊れ期間中は道の駅阿蘇の観光案内業務に就き、様々な体験を通じて阿蘇地域への理解、関⼼
を深め、阿蘇市のPRにつなげています。
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観光案内実習⼿野地域の散策イベント添乗 プレゼンテーション



4-1 施設管理（景観の維持）
4.施設の維持管理

道の駅で快適な休息時間を過ごし
て頂くため、施設の管理・美化を
徹底しています。
雄⼤な阿蘇の⾃然を当館でも感じ
て頂けるよう、道の駅駐⾞場内の
植栽を充実させています。
地元⽼⼈会と協⼒することで地域
と密着した道の駅づくりにも取り
組んでいます。

館内休憩室 ⽼⼈会の清掃作業⾵景
50



4-2 施設管理（設備の充実）
4.施設の維持管理

お客様により満⾜して頂くため、設備の充実に努めています。

24時間トイレ・情報コーナー こども⽤トイレ
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多⽬的トイレ

受⽔槽(断⽔時も利⽤可) マンホールトイレ

授乳室2部屋完備

オムツ⾃動販売機設置



4-2 施設管理（設備の充実）
4.施設の維持管理

バイク専⽤駐輪場 駐輪場

バイクラック
52

電気⾃動⾞・電気バイク充電設備 24時間無料給⽔場

第2駐⾞場



4-3 施設管理（災害に備えて）
4.施設の維持管理

炊き出しステーション

阿蘇⽕⼭⽕⼝規制情報提供

災害ベンダー カセットボンベ発電機

地震や⽔害などの災害時に対処するための備品を備えています。
また、災害時には⽀援物資の提供も⾏っています。

簡易トイレの保管 H24年の豪⾬災害、H28年の熊本地震では、
⽀援物資の配布も⾏いました。 53


